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研究成果の概要（和文）：本研究では，運動学習においてより効果的な指導方法を構築する上で指導者に求められる能
力とその養成方法について具体的な指導事例を通して考察を行った．その結果，指導者には, 学習過程における障碍の
原因を的確に査定して，マニュアルにとらわれずに，合目的的かつ多様な学習課題を学習者に提示する能力が必要であ
り，これらの能力を養成するには，指導者自身が運動の形成位相の進行にともなう運動感覚の変容過程を実体験し,こ
れに基づいて学習者自身の運動体験を移入的に分析する能力が求められるということが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The present study was conducted, through a particular case examination, to establi
sh an effective teaching method including coaching ability along with training strategies required in the 
movement acquirement process. The analysis has indicated that instructors are required to have: 1) the abi
lity to appropriately assess the cause of an issue associated with motor learning process; and 2) the abil
ity to present a number of purposeful and various learning objectives, rather than strictly adhering to th
e teaching manual. With respect to cultivating these teaching skills, instructors themselves must first ex
perience the actual process of changes in kinesthetic perception associated with progression of movement, 
and based on such, the ability to implement an empathetic analysis of the learner's experience during a mo
vement is also critical for a successful coaching. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
運動・スポーツに関する研究は，近年の科
学技術の発展にともなって，ビデオカメラや
パーソナルコンピュータなどの分析機器の
普及や遺伝子レベルにまでさかのぼって原
因を追及することができる手法の開発など
によって，あらゆる方面から行われるように
なった．また，それらの研究成果は運動・ス
ポーツに関わるさまざまな場面で活用され，
現代のスポーツ文化の発展に大きく貢献し
てきたといえよう． 
では，このように発展してきた科学技術に
基づく自然科学的立場での研究がさかんに
行われている今日，実際の運動学習の現場は
かつてと比べてどのように変化したのだろ
うか．人間の運動能力は研究成果によって著
しく向上しているのだろうか．世界のトップ
アスリートは確かにこれまでの人類の想像
を超える記録をたたき出している．しかし，
現実は，体育授業や放課後のグラウンド，週
末の体育館には，相も変わらず「できないこ
とができるようになりたい」学習者と「でき
るようにさせたい」指導者が存在し，そこに
は切迫した人間関係が成立しているのであ
る．このことは，運動・スポーツの学習場面
の目的が，客観的な経過やそれにともなう数
値のデータを理解することではなく，実際に
「できる」ようになることだからである．つ
まり，確かに自然科学的な手法のもとに得ら
れたデータはある意味，運動学習にとって有
用である．しかし，そこにはそのデータを読
み解き，画像を見抜いて，実際の動きに変換
させようとする生身の人間が必ず関与して
いることを忘れてはならない．結局のところ，
運動学習の生き生きとした現場では，「どう
してできないのか？」「どうやったらできる
ようになるのか？」「何をすればできるの
か？」といった決して数字には表れることの
ない，また誰もが目で見て確認できるような
ものではない「何か」が，学習者や指導者の
最大の関心事なのである． 
元来，人間の運動には，物体の移動や動物
の行為にはない「意味」や「価値」が含まれ
ている．すなわち，われわれがとり組んでい
る運動やスポーツの技能を取り扱う場合に
は，この人間の運動の特性を見逃すわけには
いかない．このように運動学習を人間固有の
活動としてとらえて問題解決にとり組む場
合には，従来の自然科学的手法ではなく，学
習者自身の主観情報へアプローチする，ドイ
ツ 語 圏 の ス ポ ー ツ 科 学 に お け る
"Motorikforschung"（人間の運動に関する研
究）やわが国におけるスポーツ運動学が有効
なのである． 
 
２．研究の目的 

子どもたちには運動が「できる」ようにな
る力がみなぎっており，指導者のアプローチ
の仕方次第では予想を遙かに超えるすばら
しい能力を発揮して，指導者が一言声をかけ
ただけでも「できる」ようになってしまう．
また，指導者にも学習者が長年苦労している
運動の欠点を一瞬で見抜き，「一言でできさ
せてしまう」卓越した能力を持っている者も
いる．ここでの「できる」を引き出す教え方
とは，この卓越した指導力を指す． 
 この指導力は，指導者自身の運動経験に基
づいて学習者の運動を観察し，それによって
導き出した問題点を，的確な指示によって修
正する能力のことであり，学習者の運動を自
分の向こう側で生じている事象として客観
的に分析するのではなく，あたかも指導者自
身がやっているかのように感じとることが
できる能力である． 
 本研究の目的は，子どもたちがもつ「でき
る」ようになる力を引き出す，指導者の「で
きる」ようにさせる力の構造を明らかにし，
この能力を指導者が実際の指導場面でどの
ように駆使しているのかをスポーツ運動学
の立場から明らかにすることによって，指導
者養成プログラムの構築に役立つ示唆を得
ることにある． 
 
３．研究の方法 
本研究では，運動学習場面において子どもた
ちが「できる」ようになる力を引き出す指導
力とはどのような能力か，またその能力はど
のようにして養成されるのかということに
ついて多面的に検討するために，文献調査な
らびに運動学習場面における関与観察，熟練
指導者および未熟練指導者へのインタビュ
ー調査，そしてスポーツ運動における技能習
得を目指した学習実験を行った． 
この場合，まず，学校体育において長年中核
的な運動種目として取り扱われてきた，陸上
運動，水泳，器械運動の 3種目に着目し，子
どもたちへの指導の現状，熟練指導者および
未熟練指導者の指導事例をそれぞれ取り上
げ，スポーツ運動学の立場から運動指導者に
不可欠な「できない」ことを「できる」よう
にさせる能力について検討した．なお，この
3 種目の考察は，本研究の研究協力者である
卞（大山），高木，金谷がそれぞれの専門種
目を担当した．そして，その結果について，
スポーツ運動学を専門とする朝岡，佐野を含
め、全員で解釈をすり合わせることによって，
研究結果の信頼性を確保することに努めた． 
 
４．研究成果 
（１）各運動種目における指導の現状 
ここでは，陸上運動，水泳，器械運動の各
種目における子どもの指導の現状を明らか
にした． 
まず，陸上運動では，走・跳・投の各種目
のうち投擲種目に着目して，投擲種目の運動



特性および学校体育における問題点と子ど
もたちへの指導の現状を明らかにした．その
結果，「投げる」という能力は全身の複雑か
つ精妙な協調によるヒト独特の能力である
にもかかわらず，学校教育における投げの教
育では，安全管理の難しさや施設，投擲物の
必要性など，様々な要因から，かならずしも
優先順位が高くなく，むしろ種目によっては
敬遠されることも少なくないということが
明らかになった．一方で，実際には，ドッヂ
ボールやソフトボール，キックベースボール
等のゲームは、投げを伴う要素を含んでいる
ものも多く，投げの技術は，模倣によって自
然発生的に学習されることが多いことも明
らかになった．また，陸上競技の投擲種目に
おける専門的な技能を習得するには，成長過
程の早い時期から習得する技術に親しむこ
とが，特に重要であることが知られている．
このため，生育環境や学習環境の違いにより
技能の水準に個人差が大きくなる傾向があ
り，中学，高校の投擲競技においては，同一
のチームから連続して競技力の高い競技者
が輩出される事が多く，その背景に熟練した
指導者の存在があることが明らかになった． 
水泳では，特に競泳に着目して，学校体育
と民間のスイミングスクールにおける指導
体制および指導内容の違いについて検討し
た．その結果，学校体育においては，プール
の管理運営上の問題や，天候，他種目との授
業時間数の兼ね合いなどカリキュラム運営
上の問題，さらに教員自身の技能レベルの問
題などから，かならずしも十分な指導体制と
は言えないということが明らかになった．一
方，民間のスイミングクラブは，そのような
学校体育における水泳授業の貧困さを補う
形で，幅広い年齢層やあらゆる技能レベルの
学習者に対しても適切な指導が行えるよう
に，充実した施設と人材を配置して対応し，
しっかりとした指導マニュアルのもとに技
能や経験に合わせた段階的な指導が実施さ
れている．この育成システムによって，世界
を目指す優秀な人材が継続的に輩出できて
いるということが明らかになった． 
 器械運動では，学校体育における技の学習
場面の現状に着目して，学習の取り組み方が
学習目標の達成度に及ぼす影響と，社会体育
におけるトップアスリートの養成方法に関
する考察を行った．その結果，学校体育にお
ける器械運動のカリキュラムは，初歩の段階
から学年進行に伴って継続的かつ発展的に
構成されているが，「非日常性」という技の
特性に起因して，得意な者とそうではない者
では「できない」状態から「できる」ように
なるまでの試行錯誤のプロセスのとらえ方
が大きく異なり，結果的にそれが達成度に大
きな差となって表れることが明らかになっ

た．またこの傾向は，指導者にも同様に当て
はまる．一方，体操競技の選手養成場面では，
学校体育とは異なる技能レベル別のクラス
分けが一般的であり，特にトップアスリート
の養成を目指す場合には，できるだけ短期間
に効率よく専門的な技術を身につけさせる
ことが目指されており、そのためのトレーニ
ング方法の開発が日夜行われているという
状況であることが明らかになった． 
 したがって，ここでは学校体育における主
要 3種目の指導の現状を明らかにすることを
通して，体育授業における問題点と，当該種
目における専門的な技能を習得させるため
には何が必要であるかが明らかになった． 
 
（２）熟練指導者の指導事例 
 ここでは，各種目の熟練指導者の指導事例
を取り上げて，本来の意味での運動指導者に
必要な指導能力に関する検討を行った． 
 指導事例は，以下の通りであった． 
陸上競技は，15 名の小学生を対象に，「ハ
ンマー投げ」を，メディシンボールやフット
サルゴールを用いて段階的に指導した事例
であった．この事例は，比較的単純な動作を
繰り返す初歩のトレーニングが，単なる反復
練習ではなく，運動の目的が明確になる場面
設定と目的の動作を起こしやすいアフォー
ダンスを整えることによって，正しい動作の
定着だけではなく，努力度や出力，飛距離そ
のものも大きく向上させることができると
いうものであった． 
 水泳は，さまざまな技能レベルの学習者に
対して，「けのび」を「自立的姿勢変換法」（自
ら「浮く」，「沈む」，「姿勢を変換する」など
の練習を通し，自律的に姿勢を変換する能力
を高め，抵抗の少ない姿勢を保持しながら壁
を蹴る動作を習得する方法）を用いて指導し
た事例であった．この事例は，従来の腰ヘル
パーやビート板といった浮力補助具を用い
て指導する際の，補助具を取り除いた後に身
体の動揺がコントロールできないという問
題を解決するものであった． 
 器械運動は，跳び箱の「開脚跳び」におい
て，一度は跳べるようになったが，その後跳
べなくなってしまった小学生に対して，再度
跳べるようになるための修正指導を行った
事例であった．この事例は，指導者が，学習
者の「跳べない」理由を，観察および借問に
よって学習者が感じ取っている世界に潜入
して明らかにし，その結果をもとに崩壊して
しまったコツを再度発生させるという試み
であった． 
 以上の指導事例を通して，熟練指導者は学
習者が「できる」ようになるために，運動の
目的を明確に設定し，その目的を達成するた
めに既存の練習方法にとらわれることなく，



そのときどきの対象者が達成に必要として
いる運動感覚を着実に獲得していく学習段
階を設定しているということであった．また，
そのプロセスにおいても，運動経過をつぶさ
に観察し，常に学習者における運動の形成位
相を査定しながら学習活動を支援している
ことが明らかになった． 
 
（３）未熟練指導者の指導事例 
 ここでは，各種目の未熟練指導者の指導事
例を取り上げて，経験の少ない指導者が陥り
やすい指導上の問題点について検討した． 
 指導事例は，以下の通りであった． 
 陸上競技は，投げの動作における，投擲物
への作用端となる手指，いわゆるグリップの
方法に注意を怠ったために，投げのコントロ
ールがうまくできないという問題を引き起
こしてしまった事例であった．これは，予備
加速局面での投擲物の保持から，最終局面の
姿勢制御やリリースへの移行という，とりわ
け基本的な技術を十分に理解していないこ
とが原因であった．  
 水泳は，社会体育における指導体制の特徴
のひとつである，指導マニュアルに基づく指
導において，マニュアル通りに指導しても
「息つぎ」ができるようにならなかった事例
であった．これは，水面上に顔が出ているに
もかかわらず「息つぎ」ができない子どもに
対して，「できない」理由を見誤っていたこ
とに起因していた． 
 器械運動は，指導者が学習者に対して，一
度に複数のアドバイスや，成功・失敗といっ
た目先の結果などの情報を過剰に与えるこ
とによって，逆に運動感覚に混乱を生じさせ
てしまった事例であった．学習者が一度にい
くつものことを同時に考えながら運動を行
うことができないのは当然であり，特に新し
い技術など不慣れな動きの場合はなおさら
である．しかし，未熟練指導者は，学習者が
実施の際に意図している内容を無視して，さ
らには技の形成位相も判定せずに欠点を指
摘し，最も重要なできるようになるためのプ
ロセスを学習者に委ねてしまっていたとい
うことであった．  
以上の指導事例を通して，未熟練指導者の特
徴としては，学習者が目標としている運動の
技術構造の理解不足と，学習場面で表れる欠
点や失敗の原因を見誤るということが挙げ
られた．また，学習者にとって有効であると
判断したアドバイスも，学習者が感じ取って
いることとはほど遠く，指導者自身の感覚を
押しつけているにすぎないこともあるとい
うことが同時に確認された． 
 
（４）「できる」を引き出す教え方の開発 
 学習者の「できる」ようになる能力を引き

出す指導法とは，運動学習の「場を動かす」
というマネジメント能力や，「どの教材をど
のように配列するか」という方法論的な学習
段階構成能力ではなく，本来の意味で運動指
導者に必要とされる運動を教える力による
指導法である． 
精密科学的な運動分析は，個人的な特殊技
能をもつ必要がなく，さまざまな条件を限定
することによって誰でも分析できることを
実現している．しかし，実際の運動学習場面
における運動分析は、個々の指導者がもって
いる能力によってその成果は大きく異なる。
なぜなら，現場における指導者の主要な任務
が，学習者が何をどのように感じているのか，
何がわかっていて何をわかっていないのか
など，個々の学習者の運動感覚の世界に潜入
することを前提として，その上でそれらの情
報に基づいて，不足している感覚は何か，誤
っている技術はどの部分かなどを明らかに
し，具体的な運動課題を提示することにある
からである．つまり，この一連のプロセスは，
指導者自身の運動経験が基礎になることは
いうまでもなく，すでに意識にのぼらない受
動地平にまで落とし込まれた自らの運動感
覚を再度掘り起こして，必要に応じて学習者
の感覚世界を想像する，あるいは潜勢自己運
動ができるようにしておかなければならな
いのである．そのためには，まず指導者自身
の動感創発分析能力を養成する必要があり，
特に重要なのは，運動感覚の発生様態をつぶ
さに分析しながら，「できない」ことが「で
きる」ようになっていくという運動の形成位
相を実体験することである．この体験を通し
て得られる動感創発能力に基づいて，はじめ
て指導者に不可欠な学習者の動感形成の査
定分析能力を身に付けることができるから
である．  
しかしながら，この運動分析能力の養成プ
ログラムを構築する際にはいくつかの問題
がある．特筆されるのは，動感意識が私秘的
な深層意識にあり，適切な言語化が難しいと
いうこと，訓練の方法論と習得の判断基準が
明確にできないという問題である．言い換え
れば，学習者が運動を身につけるには実際に
やってみる以外に方法がないというのと同
様に，指導者も実際に教えてみることでしか
教えられるようにはならないという事実が
厳然として横たわっているのである． 
今後，指導者養成の現場で活用できるプロ
グラムを構築していくためには，さらに実際
の運動学習場面における事例を取り上げて，
そこでの指導者と学習者の感覚世界でのや
り取りをより深く分析し，その経験を共有し
ていく方法論の開発が課題となるであろう． 
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